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00 次第 2

スマートプロジェクト

1 音声文字起こしAIによる議事録作成時間の省力化

2 RPAによる単純作業の省力化

3 AI-OCRによるキーボード入力作業の省力化



ICレコーダー等で録音

音声ファイルを取得 議事録を自動作成

音声文字起こしAI 職員による修正

01 音声文字起こしAI 3

令和2年度は671件の会議にて利用され、1129時間の業務効率化
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01 認識精度を上げるマイクシステムを導入 4

指向性のあるマイクにより、雑音を除去。好評貸出中です。
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02 RPA (Robotic Process Automation) 5

令和2年度は20業務で導入され、2389.7時間の業務効率化

繰り返し行う単純なパソコン作業 RPAが職員に代わって作業実施
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02 職員採用試験のオンライン化に伴う受験票作成 6

従来の作業 紙による申請を受理し、手作業で受験票の作成・郵送を行っていた。

改善内容
オンライン申請の導入により、受験者はスマホ・パソコンから申請が可能になった。
申請受付後の受験票作成等についても、RPAにより作業の自動化を行った。
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03 AI-OCR(手書き文字の自動文字起こしAI) 7

紙に書いてある情報をシステムに
入力しないといけないけど、

量が多すぎて残業しないと終わらない
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03 オンライン申請と組み合わせた運用イメージ 8

令和4年度より、AI-OCR本格導入

システム入力も
RPAで自動化！

紙とオンライン、どちらの申請にも対応できるように
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